


























































































































F5－017 IV層 土器付着炭化物 未測定 13，780±170 cal　BP　16，520
cal　BP　16，750－16，290　（100％）
NUTA－6510
D4－005 m層 土器付着炭化物 未測定 13，210±160 cal　BP　15，760
cal　BP　16，010－15，490　（100％）
NUTA－6515
E4－036 田層下部 土器付着炭化物 一 30．5 13，030±170 cal　BP　15，480
cal　BP　15，760～15，190　（100％）
NUTA－6507
E4－030 m層最下部 土器付着炭化物 未測定 12，720±160 cal　BP　14，980
cal　BP　15，280－14，710　（100％）
NUTA－6509





























































































































































































































鹿児島県西之表市鬼ヶ野遺跡 西之表市⑭34図35 P 胴外
1－2期











FMT－8329 IAAA－30476 福井県三方町鳥浜貝塚 84T2区261，28層 W 木片 1期 （－24．3） 11220±80 11300～11000　（95．4％） a
FMT－8141 IAAA－30049 福井県三方町鳥浜貝塚
84T6区，28E，11
層，No　8141 W 板材クリ 　2期（多縄紋） （－30．3） 10160±60 10125～9650（92．5％） a
FMT－6548 IAAA－30047 福井県三方町鳥浜貝塚
83T2区31　C　52層，





165615 神奈川県藤沢市SFC遺跡 1区，2巻30図 P 胴下内
1－2期











































183451 岩手県花巻市上台1遺跡 RAO2住（28図107） 口縁内
2期？




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































C 鵜ヶ島台式 一 26．9 7420±40 6395～6255（95．5％） c？



















P 胴内 茅山下層式 （－21．6） 7225±45 6210～6130（32．2％）
6125～6015
（62．3％） d？
































































ONNDH－5 MTC－04343 福島県小野町西田H遺跡 包含層V19区1V層 P 胴内 大畑G式 一 26．9 6405±45
5470～5315
（95．5％） a
AOHT－016 Beta－188189 青森県八戸市田向遺跡 白102，グリッド P 口縁外 白浜式 一 25．4 8530±50
7605～7505
（95、4％） a





































C 不明 一 25．9 7190±40 6110～5985（87．8％）
6160～6140
　（3．2％） a






C 黄島式 （－26．4） 8620±50 7750～7570（95．4％） a
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AOMR－5486 MTC－04040 青森県青森市三内丸山遺跡 No　6鉄塔





（re） Beta－189562 青森県青森市三内丸山遺跡 No　6鉄塔







（re　2） MTC－04711 青森県青森市三内丸山遺跡 No　6鉄塔





AOMR－6320 MTC－04045 青森県青森市三内丸山遺跡 No6鉄塔，　WG－74－4，　Vlb層



























































































































P 口縁外，胴外 円筒下層d2式 一 24．8 4555±40 3370～3260（38．1％）
3245～3100
（54．8％） a
AOMRう279－a MTCO4039 青森県青森市三内丸山遺跡 北の谷，V（丁89，皿c層 P 胴内 円筒下層d2式 一 26．8 4530±50 3370～3090（93．1％） a
AOSM－C　211 PLD－4868 青森県青森市三内丸山遺跡 28次調査A区，盛土 C 円筒下層 （－26．4） 4525±30 3355～3260（32．6％）
3240～3100
（62．9％） a
AOSM－C　303 PLD－4869 青森県青森市三内丸山遺跡 28次調査A区，盛土 C 円筒下層 （－25．9） 4515±25 3350～3260（31．3％）
3240～3100
（64．2％） a
AOSM－C　352 PLD－4870 青森県青森市三内丸山遺跡 28次調査A区，盛土 C 円筒下層 （－25．0） 4490±25 3340～3200（56．9％）
3200～3095
（38．6％） a
AOSM二℃380 PLD－4871 青森県青森市三内丸山遺跡 28次調査A区，盛土 C 円筒下層 （－26．0） 4480±25 3340～3205（57．4％） 3195～3145（16．4％） 3145～3090（18．9％） a
AOSM－C　399 PLD－4852 青森県青森市三内丸山遺跡 28次調査A区，盛土 C 円筒下層 （－27．1） 4655±25 3515～3420（75．8％）
3385～3365
（12．8％） a










AOSM－C　421 PLD－4853 青森県青森市三内丸山遺跡 28次調査A区，盛土 C 円筒下層 （－26．0） 4695±25 3525～3490（21．7％）
3470～3370
（63．4％） a





NT－41 Beta－161102 新潟県津南町下モ原遺跡 包含層，SH皿一4，221 P 胴内下 布目式 一 24．2 6420±40 5470～5325（95．0％） a





YGT－21 MTC－06991 山形県遊佐町小山崎遺跡 包含層，198集46図958 P 口縁外，胴外 大木5式 （－32．8） 5290±50 4245～3985（94．9％） a
YGT－27－a MTC－06994 山形県遊佐町小山崎遺跡 包含層，198集22図273 P 胴内 大木5式 （－23．3） 5485±35 4370～4310（64．8％）
4305～4260
（23．7％） d？
YGT－27－b MTC－06995 山形県遊佐町小山崎遺跡 包含層，198集22図273 P 口縁外，胴外 大木5式 （－24．3） 5165±35 4045～3940（88．9％） d？
YGT－28－a
（re） MTCイ）6996 山形県遊佐町小山崎遺跡 包含層，198集23図285 P 胴内 大木5式 （－24．2） 5335±35 4260～4045（92．4％） d？
























































P 胴外 前期前葉 一 26．5 5330±50 4265～4040（87．5％）
4325～4285
　（6、9％） a










P 口縁外 大木6式 一 24．0 4880±40 3715～3630（86．3％） a
IK－18 IAAA－30023 岩手県北上市滝ノ沢遺跡
包含層，滝ノ沢1・11集50図












ISK－14 Beta－171770 石川県金沢市上安原遺跡 包含層・市192，図54 P 口縁内 朝日下層式（古） 一 26．0 4810±30 3650～3625（25．3％）
3600～3525
（70．2％） a
ISK－19 Beta－171772 石川県金沢市上安原遺跡 包含層，NoO2・市192，図40 P 口縁内 朝日下層式 一 22．8 4790±30 3640～3615（16．8％）
3610～3520
（78．7％） d？

















ISK－12 Beta－167758 石川県金沢市上安原遺跡 包含層・市192，図2 P 口縁外 朝日下層式（新） 一 25．8 4790±40 3650～3515（91．4％）
3400～3380
（2．5％） a









P 胴外 大木6式 一 25．0 4700±40 3535～3485（21．7％）
3475～3370
（52．5％） a
ISK－11 Beta－167430 石川県金沢市上安原遺跡 包含層，市192，図149 P 口縁外 真脇式 一 26．0 4640土40 3620～3610　（1．1％）
3520～3350
（94．3％） a


















































C 諸磯a式 （－29．2） 　　　　・5290±40 4235～4035（88．8％） a




C 諸磯b式 （－28．7） 5095±40 3970～3795（95．4％） a












P 胴内 諸磯c式 （－22．8） 4830±30 3660～3625（45．4％）
3590～3525
（47．8％） a
GNA－21　a IAAA－11633 群馬県安中市向原遺跡 2住居跡，炉・「安中市2004」 C 諸磯b式 （－28．2） 5090±30 3960～3890（36．0％）
3880～3800
（59．4％） a
GNA－21　b IAAA－11634 群馬県安中市向原遺跡 C 諸磯b式 （－28．7） 5120±30 3980～3910（47．4％）
3875～3800
（48．1％） a
GNA－005 Beta－194401 群馬県安中市松原遺跡 G21　P，　J　66，14　P－2 P 底内 諸磯b3式 不能 5080±40 3965～3785（95．4％） a
KFS－101 Beta－160327 神奈川県藤沢市下ノ根遺跡 包含層 P 口縁外 十三菩提式 一 25．6 4750±40 3640～3495（76．4％）
3435～3375
（19．1％） a













新崎町ニー1，ピット62 P 胴内 十三菩提式 （－24．6） 4790士40 3650～3515（91．4％） a
CFO－001 IAAA－31129 千葉県富津市大坪遺跡 包含層 P 口縁外 黒浜式 （－27．2） 5810±50 4785～4545（95．5％） d？
CFO→01
（re） Beta－189954 千葉県富津市大坪遺跡 包含層 P 口縁外 黒浜式 一 25．1 5860±40 4805～4645（86．5％）
4645～4610
　（6．1％） d？
CFO－002 IAAA－31130 千葉県富津市大坪遺跡 包含層 P 口縁外 黒浜式 （－37．3） 5600±40 4500～4350（95．1％） a
CFO－002





























































































































































































































































炭片 黒浜式 （－24．8） 5315±25
4235～4050
（95．5％） a







































































































































































試　料　　番　号 出土遺構・出土位置・番号 内　容 堆積段階 群 種類 測定機関番号 補正1℃年代
SAH　　　Sl3 17号住居跡　炉跡6 炉跡 居住中？ オニグルミ？ PLD－5195 5360±25
SAH　　　S12 17号住居跡　13B貝横層　恥1362 土層 → オニグルミ PLD－5194 5350±25
SAH　　　S14 16号住居跡　24C区16層 土層 2以前 オニグルミ PLD－5196 5315±25
SAH　　　S15 16号住居跡　25C区10層　Nα1787 カキ層 4段階 n オニグルミ MTC－05224 5285±40
SAH　　　S23 16号住居跡　25D区15層 混土層 8段階 n 種実？ PLD－5199 5260土25
SAH　　　S16 16号住居跡　25C区4層 カキ層 9段階 皿 不明堅果 PLD－4143 5375±30
SAH　　　S17 16号住居跡　25D区5層 シジミ層 11段階 皿 オニグルミ PLD－4144 5420±30
SAH　　　S18 16号住居跡　4C区11層 混土層 15段階
】
V 堅果 PLD－5197 5275±25
SAH　　　S19 16号住居跡　9B東SB区5層　Nα2005 シジミ層 17段階
I
V 堅果 MTC－05225 5355±40
SAH　　　S25 16号住居跡　5DSB区17層 土層 22段階 V 種実？ PLD－5201 5315±25
SAH　　　S20 16号住居跡　5D南北SB南半15層　No2372 カキ層 26段階 VI オニグルミ PLD－4145 5315土30
SAH　　　S21 16号住居跡　5DSB区14層 タニシ層 27段階 w オニグルミ PLD－5198 5285±25
SAH　　　S22 16号住居跡　5D南北SB南半3層　No2333 シジミ層 31段階 w オニグルミ MTC－05226 5300±40
SAH　　　S24 16号住居跡　1CSB区1層NO2339 シジミ層 31段階 w 種実？ PLD－5200 5280±25
SAH　　　S2 15号住居跡　東SB　17　B区6層 混土層 1－3段階 オニグルミ PLD－4136 5265±30
SAH　　　S3 15号住居跡　3A区SBO5層 シジミ層 5段階 オニグルミ PLD－5192 5275土25
SAH　　　S4 15号住居跡　3D区40層 シジミ層 5段階 オニグルミ PLD－4137 5280土30
SAH　　　S6 15号住居跡　19A区26層 シジミ層 8段階 オニグルミ PLD－4138 5280±30
SAH　　　S7 15号住居跡　南北SB南半13B区22層 シジミ層 12段階 オニグルミ PLD－4139 5235±30
SAH　　　S8 15号住居跡　13D区16層 シジミ層 14段階 オニグルミ PLD－4140 5290±30
SAH　　　S9 15号住居跡　13D区14層 混土層 16段階 オニグルミ PLD－4141 5220±30
SAH　　　S10 15号住居跡　8A区04層 カキ層 18段階 オニグルミ PLLr5193 5275±25
SAH　　　Sll 15号住居跡　13D区11層 シジミ層 19段階 オニグルミ PLD－4142 5290土30
SAH－S　15，23），9～13段階が皿群（SAH－S　16，17），14～19段階がIV群（SAH－S　18，19），20
～25段階がV群（SAH－S　25），26～29段階がVI群（SAH－S　20，21），30～31段階がW群（SAH－S
22，24）），32～34段階が珊群，35～36段階がIX群，37～38段階がX群とされ，それぞれのサイク
ルは冬期を中心としたカキ層から春～夏期を中心としたハマグリが堆積しているとすれば，最低1
年間の期間を持っていることになり，貝層の上層と下層とで，10年以上の期間が含まれているこ
とを示唆する。さらに，16号住居跡の貝層下のSAH－S　14（試料記号）はより古いことが確実であ
る。16号住居跡に切られる17号住居跡覆土中出土のSAH－S　12は，16号住居構築時に17号住居
跡を同質の覆土で埋め立てていることから，16号住居構築時の所産と考えられる。さらに17号住
居使用時の所産である17号住居跡炉内出土のSAH－S　13は，より古いといえる。一方，15号住居
跡は土器型式的に明らかに16・17号住居跡よりも新しいので，15号住居跡覆土内貝層の堆積は，
さらにこれに続く時間的位置に当たることは自明である。よって，時間幅は不明（数枚の貝層が一
群になって1年程度の所産である可能性が高いが，各群の間が連続的か数年ないし数十年間断続す
るかは不明）であるが，比較的連続し順序が明確な23例の測定値の組列が得られたことになる。
　各層出土の試料の測定値を見ると，おおよそ古い時期と思われるものが古く，新しいものは新し
い測定値であるが，中間において年代測定値にギャップがある。また，15号住居出土試料は，ほ
とんど同一の測定値であるのに対し，16号住居出土試料はばらつきが見られる。これは，15号住
居に比べて16号住居において試料の混在が激しいという可能性も否定できないが，測定値を見る
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⑧⑳晶
　　　　16号住居
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へ
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」
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　　　　　　SAH＿S24　　　SAH－S21
SAH－S25　SAH二S22、。…　　SAH－S20
SAトS1牢一　… SA正、；，’＼ASAH二S23　S・トS17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SAH－S16
　　図14水子貝塚16・17号竪穴住居の覆土内貝層の層位と年代測定試料採取位置
　　（SAH－Sは測定試料。出土位置は，報告の出土区・層位よりおおよその位置を推定）
と，上記で記した層位の群ごとにはおおよそ測定結果がまとまる。例えば2群とされるSAH－S　15
とS23，3群とされるSAH－S　16とS17，　W群とされるSAH－S　20，　S　21，　S　24は，1σの測定誤差
範囲内で重なる。4群のSAH－S　18，19はやや差があるが，これも誤差範囲を2σとすれば重なる
範囲である。よって，貝の種類から近い時期（同一年の所産である可能性が想定）と考えられる層
の年代値はほぼ一一致し，前後の層群の間で測定誤差以上の差異が生じていると捉えられる。例えば，
堆積層3群のSAH－S　17と4群のSAH－S　18，5群のSAH－S　25と6群のSAH－S　20など1001℃年以
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藻　荒城4住　諸磯a式
△　水子15住貝層　黒浜皿
口　水子16住貝層　黒浜∬古
く〉　水子16住貝層下　黒浜H古
◇　水子17住炉・覆土　黒浜1古
　O　大坪　黒浜1
4500　　　　　　　　　　　4400　　　　　　　　　　　4300　　　　　　　　　　　4200　　　　　　　　　　　4100
　　　　　　　　　　　　較正年代（cal　BC）lntCalO4
　　　図15　縄紋前期黒浜式～諸磯a式の14C年代と較正曲線の関係
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上の差異があるということは，これらの堆積層の間が連続した数年程度の差ではないことを示唆し
ている。
　住居のライフサイクルという点から考えれば，17号住居跡（以下，住と略記）の生活時（炉内
出土のS13）→17住の埋没または埋め戻し（17住堆積土中のS12）→16住の建設・居住→16住の貝
層形成（10群に及ぶサイクルに伴う種実の試料）というサイクルが確認でき，比較的長期にわた
ることが予想できる。調査所見としても，「22段階の中間土層はしっかりしたものであり，時間的
な断絶を示す可能性がある」［早坂1995－106頁］との記載があり，16号住内貝層の堆積に途中にお
いて時間的断絶があり，比較的長期にわたった可能性もあり得る。こういった点については，貝層
自体の分析，例えば堆積環境を反映している可能性がある微小巻貝類の出現頻度や，貝層中のハマ
グリの貝輪や出土する魚骨等による季節性の分析を検討する必要がある。なお，調査者である早坂
広人による出土土器の変遷観として，黒浜H古（17住：S12・S13→16住：S14～S25）→黒浜n
新（15住貝層下土層：S2）→黒浜皿（15　J貝層：S2～11）→黒浜皿新またはIV古（15住貝上下面）
→諸磯a式古（15・16住貝上）という序列が示されており［早坂1999］，測定結果は順序と良く合
致している。なお，早坂の編年と新井和之の編年［新井1982］とは，段階区分にやや差異があるが，
順序としてはほぼ整合する。図15には，早坂1999の段階区分で表記してある。
　堆積状況について，様々な点から検討を加える必要があるが，ここでは測定値によって検討する。
その結果，15号住居ではほぼ同一の測定値ではあるが下層から上層へ向けていったん測定値が若
くなった後に上層がやや古いこと，16号住居では，新旧の年代値が堆積層の群ごとに極端に変動
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することが見て取れる。これは，過去の大気’4C濃度の変動の反映である可能性が考えられる。つ
まり15号住居では10～20年程度以内の，16号住居では炉内の試料を別として，層の境で大きく
年代値が異なる部分が4回は認められるので40～50年程度以上の時間幅が存在する可能性が考え
られる。
　そこで，各試料の測定値と較正曲線の波行とを比較する。その際，前後の時期を決めるため，こ
れ以上新しくならないという時点の指標として諸磯a式中段階ころと捉えられる長野県箕輪町荒城
遺跡4号火災住居の床面出土土器内出土炭化物および住居構築材と考えられる炭化材の測定値
（NWA－C　1・C2）［小林ほか2004　d］を下限として較正曲線上に置く（図12のグラフ上の右側）。
逆に，これよりも古くはならない上限の基準として，型式学的に明らかに古い大坪遺跡出土土器付
着物（黒浜式1段階）のうち新しい年代でまとまっている測定値（大坪例では古くまとまる一群が
あるが，前述したように海洋リザーバー効果の影響と捉えられるので除外）を較正曲線上に置く（図
12グラフの左側）。その間に，層位の順番を遵守しつつ，較正曲線上にもっともよく多くの測点が
合致するように配置すると，図12のようになる。例えば16号住居の測点は新旧が前後するので，
較正曲線の波行に合致するように置くとなると何カ所かの波行部分がある。例えば，図12の曲線
上のより左側の波行部分に重ねることも可能である。しかし，16号住居貝層下層出土例や炉内出
土例のより古い年代のものが押し出されてしまうので，このあたりに置かざるを得ないことになる。
同様に，より新しいところに置こうとしても，15号住居の測点より新しくはならないので，おお
よそ4160～4220cal　BCあたりにおくことになる。
　この結果を用いるならば，15号住居に代表される黒浜式皿段階［早坂1995］は4130－4150cal　BC
ころ，16号住居に代表される黒浜式n段階古は4160－4220cal　BCころに含まれる一時点を持つと
推定することができる。
　しかし，以前に縄紋時代中期の重複住居や細別された土器型式による順序を利用した準ウイグル
　　　　（4）
マッチング［小林2004b］と比べると測定数が明らかに少なく，また前後の時期を含む相対順序の
階梯が乏しい。関山式や黒浜式1段階，より新しいところの黒浜式皿段階以降の住居内や貝塚の貝
層例などを重ね，10段階程度の階梯を作って検討していくことで，詳細な年代比定が可能となる
ものと考える。今回の事例は，あくまで予備的な検討としておくことにしたい。
⑤・…………縄紋時代前半期の年代
　以上のように，草創期から前期については，個別に測定をいくつか行ったに過ぎない。筆者が関
わっている以外の年代研究においても，谷口康浩らの研究を別にすれば，まだまとまったものはな
く，測定例自体も多いとはいえない上に，現在の目で見て信頼に足る測定例はかなり少ない。今後，
検討を重ねていきたいが，関東地方を中心に，現時点における縄紋時代の草創期～前期についての
年代推定を行っておく。編年上も検討すべき部分があり，時期の境の年代は不整合も残る。
草創期（無紋，隆線文～多縄紋）15，700～11，600年前（cal　BP）ころ（13，700～9600　cal　BC）
　隆線文　15，500年前ころ（cal　BP）～13，200年前（cal　BP）ころ（13，500～11，200　cal　BC）
　押圧縄紋　13，000年前～12，300年前（cal　BP）ころ（11，000～10，300　cal　BC）
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　多縄紋・無紋　12，000～11，000年前（cal　BP）ころ（10，000～9000　cal　BC）
早期　（撚糸紋～条痕紋）11，500～7000年前（cal　BP）ころ（9500～5000　cal　BC）
　撚糸紋系　11，500～10，500年前（cal　BP）ころ（9500～8500　cal　BC）
　（稲荷台式）11，090～10，690年前（cal　BP）ころ（9140～8740　cal　BC）
　無紋・沈線文系　10，450～（8500ころ）年前（cal　BP）ころ（8500～（6500ころ）cal　BC）
　条痕紋系　（8500ころ）～7000年前（cal　BP）ころ（（6500ころ）～5000　cal　BC）
前期（花積下層～十三菩提）7000～5470年前（cal　BP）ころ（5000～3520　cal　BC）
　花積下層式　不明
　関山式　　不明
　黒浜式　　6450～6050年前（cal　BP）ころ（4500～4100　cal　BC）
　諸磯a式　6050～5950年前（cal　BP）ころ（4100～4000　cal　BC）
　諸磯b式　5950～5750年前（cal　BP）ころ（4000～3800　cal　BC）
　諸磯c式　5750～5600年前（cal　BP）ころ（3800～3650　cal　BC）
　十三菩提式　5600～5470年前（cal　BP）ころ（3650～3520　cal　BC）
9・・　今後の展望
　東日本を中心に，縄紋時代草創期・早期・前期の較正年代から推定した実年代を提示した。しか
し，測定数としてはまだ十分とはいえない。編年的に型式順序が明らかであることを前提とした上
で，1型式について最低3測定，できれば10測定程度を重ねること，土器付着物・共伴炭化材な
ど複数種類の試料を測定し，海洋リザーバー効果の影響の有無などを確認すること，前後の型式や
同一型式内での新旧関係をおさえ，同一の型式期において整合的な測定値が揃う条件を満たすこと
が理想であるが，今回提示した試料では，数においては縄紋前期黒浜式，円筒下層a・b式，大木
5・6式が，かろうじて上記の条件の一部を満たすにすぎない。特に，下記の時期については測定
例がない，または非常に少なく，測定例の蓄積が必要である。
1）縄紋草創期の爪形文～多縄紋期。
2）縄紋早期は各段階とも乏しいが，特に早期中葉沈線文期（三戸式～田戸上層式）。
3）縄紋前期前葉の花積下層式～関山式。
　また，測定例はあるものの，さらに測定数を増すことが求められる時期として，草創期隆線文段
階，早期撚糸紋段階，早期条痕紋段階，前期諸磯式期があげられる。
　同時に，単に測定例を増すと言うだけでなく，遺構・層位との関係を追究していくべき時期もあ
る。例えば，早期条痕紋段階には，炉穴と呼ばれる屋外炉が発達し，特に関東地方早期後葉鵜ケ島
台式～茅山上層式期の炉穴群は，多数の重複関係を持つ。これは季節的な移動居住の結果と考えら
れ［小林1991c］，炉穴内出土の炭化材を測定していくことは，当該期の居住形態を解釈していく上
で，重要な結果をもたらすと予想できる。同様に，北関東地方には前期後葉諸磯式期を中心に，縄
紋中期以降に比肩できる竪穴住居を集中させる集落遺跡が展開する。筆者が縄紋中期集落の検討で
示したごとく，前期集落の継続時間を把握していくことは，定住的な縄紋社会を把握していく上で，
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中期集落との比較検討という形で大きなヒントを与えてくれるであろう。
　さらに翻って言えば，縄紋社会研究における年代測定研究の果たし得る役割は，ますます重要性
を増しつつある。縄紋文化の始まりの契機に土器の発生があることは疑いないが，その空間的広が
りがどのくらいの時間規模で列島全体に広がったか，弓矢・漁労具などの縄紋的な道具の発生時期
との関係，さらに草創期から早期にかけての竪穴住居を用いた居住活動の定立，同一地点に通年的
に占拠する形での定住活動の定立について，時期・地域による多様な形態を含め，年代的に整理し
ていくことは急務であるといえる。年代的再編成を果たした上でこそ，具体的に文化史的・環境史
的な再構成が図れるであろう。
　本稿は，平成13～15年度科学研究費補助金基盤研究（A・1）「縄文弥生時代の高精度年代体系
の構築」（課題番号13308009研究代表今村峯雄），国立歴史民俗博物館平成16・17年度基盤研究「高
精度年代測定法の活用による歴史資料の総合的研究」（研究代表今村峯雄）・平成16・17年度科学
研究費補助金（学術創成研究）「弥生農耕の起源と東アジアー炭素年代測定による高精度編年体系
の構築一」（課題番号16GS　O118研究代表西本豊弘）・同基盤C「AMS炭素14年代測定を利用し
た東日本縄紋前半期の実年代の研究」（課題番号17520529研究代表小林謙一），三内丸山遺跡の測
定については平成15年度三内丸山遺跡特別研究推進事業公募研究A「付着炭化物のAMS炭素14
年代測定による円筒土器の年代研究」（小林謙一）の成果を用いている。内容に関わる教示・協力
を頂いた今村峯雄，春成秀爾，西本豊弘，坂本稔，藤尾慎一郎，永嶋正春，松崎浩之各氏の国立歴
史民俗博物館共同研究者および学術創成研究分担者，年代測定室スタッフ各位，早坂廣人氏，また
資料を提供してくださった関係諸機関および資料提供者に感謝します。水子貝塚の資料については
早坂広人氏，間見穴遺跡については大内千年氏，江ノ島遺跡については鈴木啓介氏，神明上遺跡に
ついては藤波啓容氏，御殿山遺跡については安井千栄子氏，大鹿窪遺跡については小金澤保雄・池
谷信之氏，大坪遺跡については四柳隆氏，西田H遺跡については福島雅儀氏，山形県内の遺跡につ
いては小林圭一・渋谷孝雄・齊藤主税氏，笹ノ沢（3）遺跡については中村哲也氏，野辺地蟹田⑪遺跡
については永嶋豊氏，田向遺跡については小保内裕之氏，三内丸山遺跡については辻誠一郎・川口
潤・秦光次郎氏，大平山元1遺跡については春成秀爾・中村俊夫氏，北上市の遺跡については稲野
裕介氏，力持遺跡については星雅之氏，上台1遺跡については酒井宗孝氏，津南町の遺跡について
は佐藤雅一氏，上安原遺跡については南久和氏，刈谷我野遺跡については松本安紀彦・遠部慎氏，
三角山1遺跡については藤崎光洋・中村和美氏，鬼ケ野遺跡については堂込秀人氏に出土状況など
について教示を頂きました。資料提供者・機関については，この場で列記して謝意を示すべき所で
すが，今村峯雄編2004および西本豊弘編2005において明記させていただいていますので，それに
かえさせていただきます。
註
（1）　　縄紋時代・縄紋，文様・沈線文については，山
内清男の用法に準じ，「紋」と「文」を使い分ける。土
器編年の時期区分については現在最も一般的と思われる
小林達雄の区分に従う。よって，縄紋草創期と早期の区
分は，撚糸紋期からを早期とする。
（2）　小林謙一2006「縄紋時代研究における炭素14
年代測定」『国立歴史民俗博物館研究報告」133集など。
（3）　辻誠一郎とともに年代測定の際に試料の検討に
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当たった春成秀爾氏より教示を受けた。
（4）　層位的事実に基づく相対順序を利用して，任意
の間隔ながら較正曲線との関係を見ることで年代を絞り
込む方法を，土器型式を利用したウイグルマッチングと
しておく。年輪資料の場合は間隔の年数が既知であるが，
層位例や重複関係，土器の型式差を用いる場合は，間隔
は0年以上10年以内の場合を含め未知であるから，あ
くまで仮設的な作業となる。木材のウイグルマッチング
については多くの事例研究があるが，層位的な事例への
適応は，辻誠一郎氏が三内丸山遺跡の盛土遺構で試みよ
うとした以外では，今村・小林らの縄紋中期での作業
［今村ほか2003］や稲荷山貝塚での作業があげられ，本
書にも小林・村本らの三輪野山貝塚などの層位事例への
適用や，土器型式によるウイグルマッチとして藤尾慎一
郎の作業があるので参照されたい。
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Dates　fbr　the　First　Half　of　the　Jomon　Period
KoBAYAsHI　Ken’ichi
　　　The　author　investigated　carbon－14　measurements　taken　of　materials　adhering　to　pottery　and　car－
bonized　materials，　nuts　and　seeds　fbund　with　pottery　excavated丘om　Kyushu，　Shikoku，　Hokudku，
Chubu，　Kanto　and　the　Toho㎞regions　dating　from　the　Incipient，　EarHest　and　Early　Jomon　periods．
The　study　concentrated　on　159　measurements　of　samples　collected　and　processed　by　Rekihaku（the
National　Museum　of　Japanese　History）star丘ng　in　FY　2001．　Other　important　measurement　samples
and　those　fbr　periods　not　covered　suf6ciently　by　Reldhaku’smeasurements　were　used　to　supple－
ment　the　measurements．
　　　The　measurements　fbr　these　samples　were　studied，　including　pottery　type，　excavation　conditions
and　dl3C　values　and　true　dates　fbr　each　type　were　esdmated　by　coUating　the　renable　results，　calcu－
Iatklg　calendar　caHbradon　dates　and　checking　the　relationship　with　pottery垣）es．　The　resuldng　es6－
mates　put　Incipient　Jomon　at　around　15，500　to　11，600　years　B．P．，　EarHest　Jomon　at　11，600　to　7，000
years　B．P．，　and　Early　Jomon　at　7，000　to　5，470　years　B．P．　A　second　examination　of　the　measurement
results㊤r也e　Od田y㎜㎜oto　I　site鋤d　measurement　results㊤r　a　new　Incipient　Jomon　site　con一
五㎝ed　approximate　true　dates㊤r　dle　beginning　of　po仕ery　technology　in　Japan　at　between　16，000
and　15，500　years　B．P．　This　con丘rmed　that　Ryusenmon　pottery　from　the　Early　Jomon　period　was
made　continuously　for　a　long　time－possibly　as　long　as　up　to　1，500　years－aU　over　Japan　with
the　exception　of　Okinawa．　Consequently，　we　con五rmed　a丘amework　fbr　the　debate　surrounding　the
da6ng　of　the　beginning　of　the　Jomon　period．
　　　The　results　also　made　it　possible　to　estimate　dates　for　each　main　type　of　pottery　connected　with
dates　jbr　EarUest　alld　Early　Jomon．　These　are　shown　below．
Incipient　period（Mumon，　Ryusenmon－T司omon）：c．15，700－11，600　B．P．（cal　B．P．）
Ryusenmon：c．15，500　B．P．（cal　B．P．）－c．13，200　B．P．（cal　B．P．）
Ouatsu　Jomon：c．13，000　B．P．－12，300　B．P．（cal　B．P．）
T司omon＆Mumon：c．12，000－11，000　B．P．（cal　B．P．）
EarUest　period（Nensh三mon－Jokonmon）：c．11，500－7，000　B．P．（cal　B．P．）
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Yori－itomon－type：c．11，500－10，500　B．P．（cal　B．P．）
（1hahdai－style：c．11，090－10，690　B．P．（cal　B．P．））
Mumon，　Chinsenmon－type：c．10，450－c．8，500　B．P．（？）（cal　B．P．）
Jokonmortype：c．8，500（？）－c．7，000　B．P．（cal　B．P．）
Early　period（Hanazumikaso－Jusanbodai）：c．7，000－5，470　B．P．（cal　B．P．）
Hanazumikaso－style：Un㎞o㎜
Sekiy㎜a－sWle：Un㎞o㎜
Kurohama－style：c．6，450－6050　B．P．（cal　B．P．）
Moroiso　a－style：c．6，050－5，950　B．P．（cal　B．P．）
Moroiso　b－style：c．5，950－5，750　B．P．（cal　B．P．）
Moroiso　c－style：c．5，750－5，600　B．P．（c品B．P．）
Jusanbodai－style：c．5，600－5，470　B．P．（cal　B．P．）
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